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ングリッシュガーデンの東側の草地（約 600 ㎡）は通常通りの春の草刈が 4
月下旬に行われたので、ここを「草刈区」とした（図 1）。イングリッシュ・ガー
デンを挟んで西側、6 号館前の草地では、草刈を 2008 年 6 月上旬まで延期
していただき、ここの 1 部（約 400 ㎡）を「非草刈区」とした。植生調査は
「草刈区」である程度草本が伸びるのを待ち、2008 年 6 月 2 日に「非草刈区」
で、6 月 4 日に「草刈区」で行った。
　調査方法は、調査努力を一定にすることによる半定量調査とした。すなわ
ち、「草刈区」「非草刈区」のそれぞれで、筆者 1 人が 10 分間、草本を 1 種


















　6 月 2 日に「非草刈区」で出現した草本は合計 36 種、6 月 4 日に「草刈区」
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「非草刈区」で共通して出現した種（群）は 27 種（表中和名に＊のあるもの）、
共通しなかった種は 16 種であった。そこで Sorensen の一致係数 QS（木元ら , 
1989）を下記のように計算した。
　QS = 2C / (A + B) = 0.77
　このとき、A は「草刈区」の出現種数、B は「非草刈区」の出現種数、C
は両者の共通種数である。式から明らかなように、QS が 1 であれば「草刈区」
と「非草刈区」の出現種は完全に一致し（100%）、0 であれば全く一致しな
い（0%）。今回の結果では、両者の出現種は 77％一致した。
　「草刈区」「非草刈区」で 5 回ずつ採集を繰り返した内、5 回すべて、また
は 4 回出現した種を、ここでは「高頻度出現種」と定義する。すると、「草刈区」
の高頻度出現種は 20 種、「非草刈区」での高頻度出現種は 22 種であり（図 2）、
両者に共通する高頻度出現種は 15 種だった（図 2 中和名に＊のあるもの）。
高頻度出現種のみで一致係数 QS を求めると、
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Stellaria 属の 1 種、ムラサキカタバミ、ハハコグサ、ヒメオドリコソウだった。
この内、「草刈区」の高頻度出現種に含まれるものは、オオイヌノフグリ、キュ
ウリグサ、ヤセウツボだった。また、「草刈区」で 3 回以上出現し「非草刈区」




ギク類、Silene 属の 1 種、アブラナ科の 1 種、ベンケイソウ科の 1 種、ナデ
シコ科の 1 種、ネジバナ、ヒエガエリであった。この内、「非草刈区」の高
頻度出現種に含まれるものは、スズメノテッポウ近似種とツメクサだった。




種数は増加した（図 3）。特に 1 回目から 3 回目までは「草刈区」「非草刈区」

























? ? ? ? ?1 2 3 4 5























　種まで同定できた出現種 33 種（アレチノギク類を含む）中、在来種は 11 種、
移入種は 22 種であり、66.7% が移入種だった。
　「草刈区」では出現種中 72.4% が、「非草刈区」66.7% が移入種であり、「草








草 刈 区 8 21 29
非草刈区 9 18 27
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